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【公開日】平成24年9月20日(2012.9.20)
【年通号数】公開・登録公報2012-038
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【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/20     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月26日(2013.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体上のトナー像を加熱して当該記録媒体に定着させるプロセスに用いられる定着
部材であって、３ないし４つの酸素原子と結合した珪素原子を有するポリオルガノシロキ
サンを含有する表層を設けたことを特徴とする定着部材。
【請求項２】
　前記ポリオルガノシロキサンを含有する表層が、深さ方向に酸素濃度の極大値を持つこ
とを特徴とする請求項1に記載の定着部材。
【請求項３】
　前記ポリオルガノシロキサンを含有する表層が、深さ方向に炭素濃度の極小値を持つこ
とを特徴とする請求項１又は２に記載の定着部材。
【請求項４】
　前記ポリオルガノシロキサンを含有する表層において、酸素濃度極大値を示す深さ位置
と炭素濃度極小値を示す深さ位置とが一致することを特徴とする請求項１～３のいずれか
に記載の定着部材。
【請求項５】
　前記ポリオルガノシロキサンを含有する表層の表面に、酸素を介した結合によりパーフ
ルオロアルキルエーテル基が形成されていることを特徴とする請求項１～４のいずれかに
記載の定着部材。
【請求項６】
　前記基材と前記ポリオルガノシロキサンを含有する表層との間に弾性層が設けられてい
ることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の定着部材。
【請求項７】
　前記弾性層がシロキサン結合を主鎖とする弾性ゴムであることを特徴とする請求項６に
記載の定着部材。
【請求項８】
　前記弾性ゴムがフロオロシリコーンゴムであることを特徴とする請求項７に記載の定着
部材。
【請求項９】
　ユニバーサル硬度（５μｍ押込み時）が０．５Ｎ／ｍｍ２以下であることを特徴とする
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請求項１～８のいずれかに記載の定着部材。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれかに記載の定着部材を有する定着装置。
【請求項１１】
　定着部材が定着ローラ及び、概定着ローラに対抗配置されている加圧ローラの少なくと
も一方として用いられていることを特徴とする請求項１０に記載の定着装置。
【請求項１２】
　定着部材が、定着ベルト及び該定着ベルトに対向配置されている加圧ベルトの少なくと
も一方として用いられていることを特徴とする請求項１０に記載の定着装置。
【請求項１３】
　請求項１０～１２のいずれかに記載の定着装置を用いたことを特徴とする電子写真式の
画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は以下に記載する通りの定着部材、定着装置及び画像形成装置である。
（１）記録媒体上のトナー像を加熱して当該記録媒体に定着させるプロセスに用いられる
定着部材であって、３ないし４つの酸素原子と結合した珪素原子を有するポリオルガノシ
ロキサンを含有する表層を設けたことを特徴とする定着部材。
（２）前記ポリオルガノシロキサンを含有する表層が、深さ方向に酸素濃度の極大値を持
つことを特徴とする（１）に記載の定着部材。
（３）前記ポリオルガノシロキサンを含有する表層が、深さ方向に炭素濃度の極小値を持
つことを特徴とする（１）又は（２）に記載の定着部材。
（４）前記ポリオルガノシロキサンを含有する表層において、酸素濃度極大値を示す深さ
位置と炭素濃度極小値を示す深さ位置とが一致することを特徴とする請求項１～３のいず
れかに記載の定着部材。
ことを特徴とする（１）～（３）のいずれかに記載の定着部材。
（５）前記ポリオルガノシロキサンを含有する表層の表面に、酸素を介した結合によりパ
ーフルオロアルキルエーテル基が形成されていることを特徴とする（１）～（４）のいず
れかに記載の定着部材。
（６）前記基材と前記ポリオルガノシロキサンを含有する表層との間に弾性層が設けられ
ていることを特徴とする（１）～（５）のいずれかに記載の定着部材。
（７）前記弾性層がシロキサン結合を主鎖とする弾性ゴムであることを特徴とする（６）
に記載の定着部材。
（８）前記弾性ゴムがフロオロシリコーンゴムであることを特徴とする（７）に記載の定
着部材。
（９）ユニバーサル硬度（５μｍ押込み時）が０．５Ｎ／ｍｍ２以下であることを特徴と
する（１）～（８）のいずれかに記載の定着部材。
（１０）（１）～（９）のいずれかに記載の定着部材を有する定着装置。
（１１）定着部材が定着ローラ及び、概定着ローラに対抗配置されている加圧ローラの少
なくとも一方として用いられていることを特徴とする（１０）に記載の定着装置。
（１２）定着部材が、定着ベルト及び概定着ベルトに対向配置されている加圧ベルトの少
なくとも一方として用いられていることを特徴とする（１０）に定着装置。
（１３）（１０）～（１２）のいずれかに記載の定着装置を用いたことを特徴とする電子
写真式の画像形成装置。
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